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地区内各地で桜が満開となり、いよいよ春本番を迎えましたが、皆様のクラブでも順調に本年度の目
標達成の終盤に向け、着々と進んでいることとお喜び申し上げます。地区内のＩＭも残すところあと1グ
ループとなり、また今月は慶事として８クラブで周年式典が予定されております。この場をお借りしお祝
い申し上げます。

さて、今月は「母子の健康月間」です。毎年700万人以上の５歳未満の子供達が、栄養失調、病気、環
境からくる不衛生が原因で命を落としていると言われています。このような現状を改善するために、ロー
タリーは食糧を提供し、多くの子供達が予防接種やベーシックな診療を受けられるように産婦人科や小児
科の専門医の人材育成、また医療に携わる人材や、住民らの手で医療研修プログラムを継続できるよう、
様々な支援をしています。

一方世界では妊産婦の死亡に関して、2030年までには出生10万人当たり70人未満にしようという動き
があるようです。因みに日本を含めた先進国では10万人当たりの死亡数は５人程度だそうで、70人未満
という数値はまだまだ大変な状況ではありますが、2015年の現状では216人とまだまだ多いため、その1
／3にあたる70人未満にするというこの目標は、大変意義あることとなります。

この妊産婦死亡率の低下を実際に達成するためには、様々な環境整備が不可欠となります。ただ単に医
療の質を高めるだけでは解決しません。薬だけでも解決しません。それには安全な水が容易に手に入る上
水道の整備、トイレなどのサニタリーと合わせて下水道の整備、また道路などの交通インフラの整備、妊
婦を含めた家族の医療的教育や知識、更に子供の栄養管理知識や教育も必要となります。当然ながらそこ
に内戦や紛争があってはならないのです。

このように考えて行くと、国際ロータリーのロータリー財団で謳われている６つの重点分野での改善が
とても重要であることが解ります。しかも1分野だけ改善しても意味はなく、それぞれの分野が足並みを
揃え、全体をバランス良く高レベルに改善していかなければなりません。

国内の話になりますが、日本は世界有数の長寿国となり、今では「人生100年」時代と言われるように
なりました。1920年頃には平均寿命男性42.06歳、女性43.20歳と現在の約半分という「人生50年」時
代だったようですが、この時以来日本でも、寿命を延ばすための環境整備が目覚ましく改善され、医療技
術の躍進や皆保険制度、医療教育や健康意識の向上、生活環境の整備などにより、癌さえも制圧する勢い
となりました。そして今や「健康寿命」が注目されています。佐籐愛子著の「90歳。何がめでたい」が
話題となりましたが、健康でいられる年齢、寝たきりになるまでの年齢をいかに伸ばすかというものです。

この日本での「人生100年」構想を目指した医療を含めた環境整備の進歩は、世界での進歩としてその
まま応用できると考えられますが、エリアが広大で、それぞれの国情や紛争があるがために、一筋縄では
いかないのが現状です。しかし我々ロータリアンは情熱があり、根気強く辛抱強い、そして改善に取り組
む意欲と行動力を持っています。更に達成することの意義を十二分に知っています。是非とも世界に目を
向け関心を持ち、リソースを検討し、出来るところから着手してみませんか。

２０１７～１８年度　ガバナー
国際ロータリー第 2770 地区
　ガバナー　大貫　等（上尾西 RC）

「母子の健康月間」に寄せて
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植樹祭

「本多静六博士の森づくり」

　浦和北ＲＣは2007年度よりさいたま市内の見沼田圃
の休耕地に対する埼玉県の荒地化対策事業に参画し、障
害者支援を含め見沼福祉農園に携わり、環境保護と温暖
化防止活動を進めてきました。
　今年度はＲＩの方針である「会員一人当たり一本の植
樹」の候補地を見沼の芝川第一調整池とし２月24日に
植樹祭を行いました。
　この地は埼玉県出身で日比谷公園、明治神宮の造園を
手掛け日本の公園の父と言われる本多静六博士の森づく
りに則り、森林の少ない地域に新たに森林を創出し多く
の人々が憩い集う空間づくりを目的としています。　
　当日は、それまでの冬の寒さが一転晴れわたり絶好の植樹日和となりました。ロータリアンとその家族
のほかローターアクト、交換留学生も加わり総勢40名が参加しケヤキ、ムクノキ、シラカシ等80本（会
員数78）の植樹を行いました。
　本多静六博士の森づくりは100年計画です。単に植樹に終わることなく、植樹後も下草刈り、下枝除去
等を継続し、樹木の生長を愛情をもって見守っていきたいと思います。
　　　　（第2770地区　埼玉県）

クラブ広報委員

　寿原　英樹（浦和北 RC）
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菅平スキーバス旅行

２月２日、金曜日、関東では、２回目の雪が降る中、留学生15名とローテックス４名、ロータリアン
５名、2570地区からの参加者５名、総勢29名で、さいたま新都心から、バスは菅平に向けて出発しまし
た。

今年は、何十年ぶりの大雪で、南国の留学生達は、さぞや感激された事と思います。が、皆、繰り広げ
られる雪景色より、仲間同士が集う事に喜びを感じているようで、雪国に向かうバスの中は、なんとまあ、
賑やかな音楽が鳴り響き、時折、歓声が上がったりと、それはそれは、賑やかなスタートとなりました。

スキー場は、天狗ビレッジという初心者向きの所で、宿は何十年来も利用しているという、今時珍しい
二段ベッドが各部屋に何台かある合宿所でした。

例年になく、真っ白に雪化粧をした木々の中を留学生達は、スキーとスノボーに分かれて思い思いに駆
け抜けて行きました。メキシコや台湾からの留学生は、雪もスキーも初めてでしたので、スクールに入っ
たのですが、最終日には、誰もが自由に滑れるようになり、上達の早さに感動しました。

そればかりでなく、今年の留学生は、誉める事ばかりで、とても優秀な子達です。皆、時間は守るし、
食事の準備も手伝っているし、日本語の上達力といい、礼儀正しさといい、男子のレディーファースト、
女子に対するエスコートは、留学生ならではなのでしょうか？常々感心させられる事ばかりでした。

また、ローテックスの方々の働きも素晴らしく、朝になると起床の声かけに回り、食事の指導や日程の
連絡を率先して行い、スキー場では、留学生のお世話をして下さり、夜の余興では、大活躍で盛り上げて
くれました。休み時間返上で考えてくれた、フルーツバスケットに始まり、伝言ゲームは、意外と難しい

青少年交換委員

　中川　富保子（三郷 RC）
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事を知りました。それから、背中に書かれる文字も、わからないものですね。ひらがな２文字なのに、苦
戦していました。ロータリアン同士もやってみると確かに難しいものでした。

２月３日の節分には、鬼に扮した仲間に豆をぶつけて楽しみました。果たして説明した由来を理解して
いるかは、疑問ですが、楽しい事は、何でもやってみようの精神ですね。

とても立派な留学生としっかりしたローテックスに囲まれての3日間は、あっという間で、福永団長の
もと、楽しいひと時を過ごさせて頂きました。

事前準備から、各方面への連絡と皆様を常に笑いの渦の中に導いて下さった福永団長、皆のする事に口
出ししないで自由にやらせて下さり、それでいて、いつもしっかりと見守っていてくれて、わからない時
には助けて下さる星野委員長、皆のパトロールに回って下さり、安全を見守って下さった小宮山幹事、い
ち早く情報を収集して、フェイスブックにアップして下さり、通信の為にパソコンとにらめっこしながら、
皆の帰りを待っていてくれた鈴木委員、と、とてもチームワークのいい青少年交換委員で、無事に2泊3
日のスキー合宿を過ごす事が出来ました。

留学生の日本の思い出の中に、またひとつ、スキー合宿の１ページが書き込まれた事と思います。
留学生、ローテックス、皆からこのような機会を与えて下さいましたロータリーに心から感謝致します。

との言葉がついて出ていました。
私からも、素敵な合宿の機会を与えて下さいました皆様に、そして、青少年交換のプロジェクトにお礼

を申し上げます。合わせて、この事業を継続して頂ける事をお願い申し上げます。
ありがとうございました。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。ロータリー

関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や

書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー

ムページで PDF もご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用

願います。

　以下資料のご紹介を致します。

文庫資料から（２）

◎「ロータリーを語る」   ロータリー復帰協議会 1948  45p

◎「奉仕こそ我がつとめ」　　小林雅一訳　東京 R.C.　1956　143p

◎「そろばんと論語」　　塚本義隆　1974　60p

◎「はげすずめ」　　安野譲次　1974　139p

◎「ロータリーの心得」　　ガイ・ガンデッカー著；田中毅訳  － 33p

◎「やさしいロータリーの話 - 間柄の美学 - 」 佐藤千壽  1984  27p

◎「The Meaning of Rotary ロータリー解析」　Vivian　Carter

　著；田中毅訳　 1999　99p

◎「ロータリーへの道〔三訂版〕」　  ポール・ハリス著；柴田實訳

　成田 R. C.  2011　372p　

◎「『ロータリーの理想と友愛』読本」　富田英壽編著　2016　274p

　　　〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒 105―0011 東京都港区芝公園 2―6―15

黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時

休館＝土・日・祝祭日

文　庫　通　信（367号）
http://www.rotary-bunko.gr.jp
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第１・第２グループ合同 IM
『知っておくれよ、“おらがクラブ”』

第一部で真面目に学び、第二部で仲間と賑やかに楽しく過ごす
有意義なＩＭにしたかった。去る2月16日、浦和ロイヤルパイン
ズホテルにて第１＆第２グループ合同のＩＭを開催。たまには10
クラブの会員が一堂に集まるのも、賑やかでいい。

同じ市内で何十年も活動してきた同じバッヂを付けた仲間なの
に、隣のクラブが日頃どんな活動をしているのか今まで知る機会
が無かった。そこで第一部では各クラブの大自慢大会「知ってお
くれよ、おらがクラブ」。事前に３分間のクラブ紹介ＤＶＤを作
成してもらい、会場スクリーンで放映後に会長がコメント。会員
数の多い少ないに関係無く、どのクラブも有意義で立派な活動を
している事が良く理解出来た。今後はこの動画を各クラブのホー
ムページから見られるようにして広報や会員増強に役立ててもら
いたい。

第二部では10クラブ対抗、格付けチェック大会！ 各クラ
ブから代表選手に登壇してもらい、例えば２つのグラスに用
意された赤ワインを飲み比べてどちらが６万円のオーパスワ
ンで、どちらが２千円のテーブルワインかを当ててもらう。
これがなかなか当たらない。A5ランク仙台和牛と安い米国
産輸入牛の味比べでは10人のうち8人が間違えて会場の盛り
上がりも最高潮に。ロータリークイズも含めて全７問、結果
は浦和北東ＲＣが最高得点、しかも最後の抽選会でも一等賞
を引き当てて文句無し“超一流クラブ”の称号を得た。

今回のＩＭに当たり、事前に20回にも及ぶ会議や綿密な
リハーサルを行って下さり本番では１秒の遅れも無く全て予
定通り進行を実現して会を盛況へと導いて下さった実行委員
の皆様に改めて御礼を申し上げます。

第 1 グループ ガバナー補佐

　半田　正一（浦和東 RC）

第 2 グループ ガバナー補佐

　福田　剛紀（浦和北 RC）
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第７グループ IM

2月24日（土）　2017～2018年度国際ロータリー第2770地区第7グ
ループIMが久喜市の三高サロンにて盛大に開催されました。

幸手ＲＣ，蓮田ＲＣ，栗橋ＲＣ、幸手中央ＲＣ、久喜ＲＣ　５クラブで
す。同期のガバナー補佐９名の参加で大変心強く感じました。

各クラブの事業報告の後、ＲＩのテーマであります、変化をもたらす。
この言葉を元に（こどもの貧困について）埼玉県ＮＰＯ法人の理事長、野
口和幸氏を講師にお招きして、全国のこども食堂の実態とフードバンク等、
貧困にまつわるお話を具体的に分かりやすく話して頂き参加者も関心を
持って聞いて居たようです。

その後久喜青年会議所の運営しているみんなの家（こども食堂）を若手
のメンバーの発表により、運営がより理解出来たと思います。

講演終了後の質問にも丁寧に答えて頂き少しでも社会が良くなるように
私達ロータリーのメンバーも何らかの関わりを持って活動をして行きたい
と思います。

懇親会では、ピアノとバイオリンによるアルゼンチンタンゴの演奏で、
和やかな中にも懇親を深め皆様のご協力により無事終了となりました。

第 7 グループガバナー補佐

　林　明（久喜 RC）
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埼玉大学 ･ 理工学研究科 ･ 修士 2 年

　阮潔 ( ゲン ケツ )
（所属世話クラブ：川口モーニングクラブ）

学友の窓

アイメイト街頭募金 (2017.4) 親睦旅行 (2017.5)

青少年フェスター (2017.6)

川口市立根岸小学校農園体験 (2017.3 )

　奨学生になってから1年半になりました。生活が一変したのは勿論ですが、思想までも一変しました。
それは、奨学金を頂いているからと言うより、ロータリーの理想を頂いたからだと言えます。親睦、親善、
奉仕などなど、全部各活動に現れています。また、例会でクラブの皆様及びご来賓の卓話からの知識、知
見なども私を豊かにさせてくれていると実感しています。この知識、知見はすべて教科書では得られない
宝物だと思います。
　ロータリー、ロータリー米山記念奨学会、川口モーニングクラブ、皆は私の日本での生活を鮮やかにし
て頂いています。今の私には、皆様へ感謝しかありません。誠にありがとうございます。
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11月1日（水）大貫等ガバナー公式訪問が開催されました。
11時より予定の懇談会を前に、30分以上も早く例会場へ来られた大貫等ガバナー、ご自身でパソコン

とプロジェクターの準備をされまして大変恐縮いたしました。
懇談会、例会、協議会と長時間にわたり大貫等ガバナー初め、熊井初

雄ガバナー補佐、福崎菊夫地区副幹事の訪問を受けご指導いただき有り
難うございました。

ガバナーより地区の方針である「新たな行動」「新たな感動」につい
ての思いと趣旨の説明を丁寧にいだだきました。クラブの目玉となる奉
仕活動を一つ決めて継続をすることのなかにおいて変化をし、新たにな
れる。そして新たな感動につながって行くのではないで
しょうか。

協議会においても各委員長の発表に一つ一つ耳を傾け適
切な講評をいだだきました。

今後も会員増強、出席率向上を求めながら、当クラブの
目玉となる奉仕活動を中心にクラブライフを楽しんでいき
たいと思います。

長時間にわたり当クラブ訪問有り難うございました。

公式訪問ご報告

川口南ロータリークラブ 平成２９年１１月１日　

会長：田畑　雅祥／幹事：栗原　良介

11月7日(火)　大貫ガバナー・宇田川ガバナー補佐・田嶋地区副幹事をお迎えし公式訪問が全会員参加
で開催されました。

例会では今年度入会2人目の富岡さんに、ロータリーバッヂを大貫ガバナーに付けていただき５か月前
に入会しました松ケ下会員も一緒に写真を撮り一生の思い出となる事と思います。

協議会では各委員長の質問に的確、あたたかいご指導をいた
だき40分以上時間をオーバーしてしまいました。松伏ならでは
の奉仕をと具体的に話され、大貫ガバナーの人柄、熱心さに呼
応して20周年までにあと4名の増強、20名目標を全会員自覚す
ることが出来ました。

11月14日(火)県民の日、松伏町北部センターに八重桜5本を
植樹する事が出来ました。

今後ともご指導の程、宜しくお願い致します。

松伏ロータリークラブ 平成２９年１１月７日　

会長：石川　眞佐江／幹事：程田　一夫
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2017年11月7日に大貫ガバナー、佐々木ガバナー補佐をお迎えして、
公式訪問例会を出席率100％で開催する事が出来ました。田中作次元RI
会長が所属するクラブとして、模範となる例会運営を目標に、今日まで
役員理事会での協議、一週前の例会ではリハーサルを行ってきました。

例会前の懇談会では、会長・幹事・次年度会長を交え、クラブ現状報
告説明を行い各項目の細かい部分までアドバイスを頂きました。特に本年度行う2つの事業「ふれあいダ
ンスコンサート」・「モラル川柳コンテスト」をクラブの特徴として、継続事業で行う方針の助言を頂き
ました。

大貫ガバナーの講話では、パワーポイントを使って理解しやすい丁寧なお話をして頂きました。
クラブ協議会では、各委員長が年度計画書の活動計画を基に説明し、大貫ガバナーより各委員会の細部

にわたりアドバイスをして頂きました。質疑応答では、会
員からの９つの質問について丁寧にご回答頂きました。

大貫ガバナーの講評では、本例会についてお褒め頂けと
ても良い「公式訪問例会」を開催する事が出来ました。

今後のクラブ運営に役立つご指導を頂き、大変有意義な
時間となりました。

会員一同、心より感謝申し上げます。
大貫ガバナーのご活躍を御祈念申し上げます。

八潮ロータリークラブ 平成２９年１１月７日　

会長：瀬田　秀樹／幹事：関　信行

11月8日水曜日、本年度のガバナー公式訪問
が予定通り行われました。午前11時からの懇
談会では大貫ガバナーより事前に提出していた
だいた、当クラブの現況ならびに課題やクラブ
の特徴等、アドバイスや課題へのヒントをいた
だき、客観的な視点からクラブの現状を見直すことが出
来ました。例会ではRIテーマや地区活動方針を分かり
易くご指導いただきました。その後のクラブ協議会では、
会員と前向きな意見交換で有意義な会議となりました。

ロータリーの変化に戸惑いがちな私たちクラブ会員に
“原点に立ち返る”との基本姿勢を示され我々の奉仕事
業に大いなる勇気と活力、そしてなによりロータリーの
誇りを再認識した公式訪問となりました。

川口北ロータリークラブ 平成２９年１１月８日　

会長：谷口　顕／幹事：槙　孝夫
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11月16日（木）さいたま中央ロータリークラブに大貫ガバナー、福田第２Gガバナー補佐、矢澤地区
副幹事をお迎えして開催致しました。午前中にクラブ会長幹事と会長エレクトでガバナーの面談を和やか
な雰囲気の中行い、昼食を挟んで例会が始まりました。ガバナーによる卓話では地区大会を無事終えられ
た直後ということもあり、にこやかに分かりやすく方針をお話して頂いた印象を持ちました。その後のク
ラブ協議会では、当クラブの良い所や改善アドバイスを頂き有意義なものとなりました。全体的にはお褒
めの言葉を頂きましたので、会員一同自信を持って今後のクラブ運営をやりたいと思います。ありがとう
ございました。

さいたま中央ロータリークラブ 平成２９年１１月１６日　

会長：三富　俊之／幹事：菅谷　東治

　11月27日(月)、大貫 等ガバナー、佐々木一男ガバナー補佐、矢沢 勇地区副幹事をお迎えして公式訪問
例会を開催させていただきました。
　大貫ガバナーとの面談の後、例会での卓話は、生い立ちなども交え、ロータリーについてわかりやすく
話していただきました。お人柄が良くわかり、とても親近感を感じさせていただきました。
　クラブ協議会では、各委員長に時間を割り
振っての発表、時間を大幅に延長し、少しハ
ラハラしましたが各委員長の熱い思いに、大
貫ガバナーは、丁寧に噛み砕いて説明をして
下さいました。
　今後は、本年度の目標で未達成の課題であ
る会員増強を中心に頑張っていきたいと思っ
ています。
　大貫 等ガバナーにはご多用の中、ご来訪
いただき、丁寧なご指導をありがとうござい
ました。

草加松原ロータリークラブ 平成２９年１１月２７日　

会長：富永　悟／幹事：飯山　英彦
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大宮北ロータリークラブ 平成２９年１１月２８日　

会長：嶋村　俊幸／幹事：高橋　敬

平成29年11月28日ガバナー公式訪問例会を開催しました。懇談会では当クラブの現状を踏まえて、今
後の方向性をざっくばらんにお話しいただきました。

例会での自己紹介はとても興味深いものでした。国際協議会における「3つの優先項目」での印象に
残ったスピーチの紹介はそれぞれに心に届くお話で、「この世の一番の悲劇は無関心」を思い起こさせ、
改めて新鮮に聞きました。協議会ではクラブの活性化のために的確なアドバイスいっぱいで、会員みんな
がメモを取る公式訪問になりました。ご指導ありがとうございました。

幸手中央ロータリークラブ 平成２９年１１月２８日　

会長：中田　盛夫／幹事：小林　達郎

11月28日、大貫等ガバナー、林明ガバナー補佐をお迎えし公式訪問が開催されました。17時の懇談会
から、ガバナー卓話、クラブ協議会、そして、懇親会までご出席いただきました。懇談会では、会員増強
や奉仕活動についてご指導いただき、ガバナー卓話では、「RIテーマと地区運営」について、わかりや
すくお話され、大貫ガバナーの誠実なお人柄、ロータリーに対する深い知識に感銘しました。クラブ協議
会では、各委員会の発表に対し、様々なアドバイスを頂き、今後とも委員会活動、クラブ運営に生かして
いきたいと思います。ありがとうございました。
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川口 /鳩ケ谷武南ロータリークラブ 平成２９年１１月２９日　

会長：菅原　稔／幹事：嶋田　悟志

ポカポカ陽気に恵まれた11月29日（水）、第11グループ
ではラストとなる公式訪問がありました。

大貫ガバナー、熊井ガバナー補佐、紅谷地区副幹事をお迎
えし公式訪問例会が行われました。

古民家レストランでの和やかな例会に引き続き、クラブ協
議会では各委員長の質問に的確、適正なご回答を頂き、また
丁寧なご指導をいただきまして、ありがとうございました。

大変勉強になりました。
また、その後皆様には懇親会に出席いただきまして、会員

と共に楽しいひと時を過ごすことができました。とても有意
義な一日となりました。

長時間に渡り、お付き合いくださいましてありがとうござ
いました。
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草加中央ロータリークラブ 平成２９年１１月３０日　

会長：須永　賢治

大貫ガバナーをお迎えしてのガバナー公式訪問を11月30日に行いました。
当日は、午後5時にガバナーをお迎えして戸室会員のお店である藤白家で行いました。
まず、ガバナー面談では現状のクラブ状況の報告をさせていただきました。
次にクラブ奉仕活動を報告させていただきました。
当クラブでは前期に事業が多くあり、8月の近隣市少年野球大会の後援、9月30日の両新田小学校のふ

れあい祭り参加、10月5日の草加市立中学校英語弁論大会の後援、10月21日の谷塚小学校フェスティバ
ルの参加などをそれぞれ報告させていただきました。後期の事業としては、タイのウボンロータリークラ
ブとの国際奉仕事業が残っていますので事業の予定を報告させていただきました。

6時からの例会では、佐々木一男ガバナー補佐や二階堂補佐幹事、獨協大学ローターアクトクラブの昂
会長さんをはじめアクトメンバーにも参加いただき開催いたしました。

少ない会員ですが、今後も奉仕活動に邁進してゆきたいと思います。
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春日部南 RC25周年

　去る２月10日、春日部南RC25周年におきましては、国際ロータ
リー第2770地区ガバナー大貫　等様をはじめ、R財団部門委員長　松
村様、米山記念奨学会部門委員長　金杉様、パストガバナー　半田様、
関口様、三國様をはじめ多くのパストガバナーの皆様、村田特別代表
をはじめ多くの第６グループの会長幹事とロータリアンの皆様、メイ
チャンRCラダワン会長を始めとするメンバーの皆様、宮古RC寺崎会
長を始めとするメンバーの皆様、糸魚川RC秋山会長を始めとするメ
ンバーの皆様、元GSE、交換学生、石川市長をはじめ行政、諸団体
の皆様ご列席の下、厳粛の中にも、楽しく和気藹々と式典、基調講演、
祝宴と滞りなく終了することが出来ました。これもひとえに、ご臨席
頂いた方々の日ごろの私たちに対する暖かいお言葉とご協力の賜物と、
会を代表致しまして深く感謝申し上げます。また、私の我がままを聞
いて頂いた浅水直前ガバナー本当に有り難う御座いました。
　そして今年１年は、全てのロータリー活動が25周年の記念事業だと捉え、広報紙にまで２５周年の冠
を付けました。この25周年を通じて、クラブが一つになり「元気が一番！！」で最後まで突っ走ろうと
いう思いからです。今後もIM、親睦旅行、春日部イブニングRCとの合同お花見例会、春日部西RC35周
年（全員登録）宮古RC60周年、糸魚川RC交流事業、川の国応援団事業、コミ協古利根清掃事業、４ク
ラブ合同ゴルフ大会幹事、等４ヶ月の間に行わなければなりません。まさに、６月30日までノンストッ
プです。そして、昨年のガバナー賞に引き続き、今年は加えて全てが記念事業と言うことでRI会長賞も
目指します。
　最後に、この春日部南RCに暖かい友情の手を差し延べて頂きました全ての方に感謝申し上げ、25周年
の報告と致します。

春日部南ロータリークラブ会長

　田口　浩
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M・P・H・F（4）

明石寿也
（戸田西）

平成30年1月26日

大口寄付 21,800$

三國　明
（春日部西）

平成30年3月5日

大口寄付 36,900$

杉田政男
（岩槻東）

平成30年3月1日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

大口寄付、田中作次冠名平和基金 
1,262,432.69 $

田中作次
（八潮）

平成30年3月6日

大口寄付 10,400$

橋本和久
（大宮）

平成30年3月9日

大口寄付 10,000$

倉持政宏
（久喜）

平成30年3月6日

大口寄付 12,356.21 $

高橋洋文
（大宮東）

平成30年2月13日

P・H・F

鈴木雄治
（三郷）

平成30年2月22日

M・P・H・F（3）

田中康之
（大宮）

平成30年3月9日

M・P・H・F（4）

木幡　毅
（三郷）

平成30年2月22日

M・P・H・F（5）

齋藤守毅
（大宮）

平成30年3月9日

M・P・H・F （4）
ベネファクター

櫻井義久
（大宮）

平成30年3月9日

M・P・H・F（4）

高橋　靖
（春日部西）

平成30年3月5日

大口寄付 10,000$

進藤和夫
（久喜）

平成30年3月7日

大口寄付 10,000$

鈴木弘道
（久喜）

平成30年3月7日

M・P・H・F（3）

大熊正行
（越谷北）

平成29年12月8日

M・P・H・F（2）

山崎　雅俊
（戸田西）

平成30年1月26日

M・P・H・F（2）

大隅　俊和
（桶川イブニング）
平成30年1月30日

M・P・H・F（2）

浅見　勲
（桶川イブニング）
平成30年1月30日

M・P・H・F（2）

中村　勝美
（桶川イブニング）
平成30年1月30日

P・H・F

中川富保子
（三郷）

平成30年2月22日

P・H・F

岡田高弘
（三郷）

平成30年2月22日

P・H・F

石山　隆
（三郷）

平成30年2月22日

P・H・F

小岸昭義
（三郷）

平成30年2月22日

M・P・H・F（3）

有明京子
（三郷）

平成30年2月22日

P・H・F

岸　雅宏
（桶川イブニング）
平成30年1月30日

P・H・F

小林治夫
（大宮）

平成30年3月9日

P・H・F

堀口勝男
（桶川イブニング）
平成30年1月30日

ベネファクター

渡部正司
（大宮東）

平成30年2月13日
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米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者マルチプル（3）

三富俊之
（さいたま中央）
平成30年2月26日

米山功労者マルチプル（7）

髙橋正美
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者マルチプル（3）

鈴木八郎
（大宮東）

平成30年2月16日

米山功労者マルチプル（6）

高田照久
（大宮東）

平成30年3月9日

米山功労者マルチプル（6）

黒田幸英
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者マルチプル（6）

太田靖彦
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者メジャードナー（24）

田村亮夫
（川口モーニング）
平成30年2月27日

米山功労者マルチプル（6）

関森初義
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者メジャードナー（11）

加藤和正
（岩槻東）

平成30年1月26日

米山功労者マルチプル（8）

小林邦彦
（上尾）

平成30年3月8日

米山功労者マルチプル（4）

大熊正行
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者マルチプル（7）

本間　孝
（越谷北）

平成29年11月9日

米山功労者マルチプル（6）

相田浩司
（川口モーニング）
平成29年12月28日

米山功労者メジャードナー（27）

大塚信郎
（上尾）

平成30年3月8日

米山功労者マルチプル（2）

齋藤守毅
（大宮）

平成30年3月9日

米山功労者マルチプル（2）

鈴木俊一
（大宮）

平成30年3月9日

米山功労者

阿部昌隆
（川口モーニング）
平成29年12月28日
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片 山 安 茂
（浦和）

平成30年2月9日入会
日本環境マネジメント㈱
総合ビルメンテナンス

小 暮 　 浩
（久喜）

平成29年12月14日入会
埼玉りそな銀行　久喜支店

銀行

溝 口 恵 子
（さいたま中央）
平成30年2月8日入会
大同生命保険㈱

生命保険

岡 崎 幸 生
（久喜）

平成29年12月14日入会
新久喜総合病院

医師

岡 崎 和 彦
（さいたま中央）
平成30年2月8日入会
㈱グリーン企画社

ケータリング

星 野 和 茂
（大宮北東）

平成30年3月7日入会
彩和工業

建設業（総合リフォーム業）

小 川 哲 也
（幸手）

平成30年2月7日入会
小川測量㈱

土地家屋調査士・測量士

新 藤 誠 子
（蕨）

平成30年3月6日入会
㈱新藤商事
不動産管理業

山 本 教 雄
（大宮西）

平成30年2月26日入会
メディカル・ケア・サービス㈱

医療・福祉業

千 田 　 了
（戸田）

平成30年1月12日入会
㈱ R–MIND
自動車販売業

小 原 和 弘
（川口シティ鳩ケ谷）
平成30年2月13日入会

㈱小原建興
建設業

村 松 宏 樹
（川口東）

平成30年1月9日入会
アイランド新宿法律事務所

弁護士

横 溝 隆 一
（大宮）

平成30年2月28日入会
㈱ JTB 関東　法人営業埼玉支店

旅行業

宮 﨑 信 義
（大宮中央）

平成30年2月6日入会
㈲ハウスメンテみやび

建築リフォーム

板 垣 英 治
（大宮）

平成30年2月7日入会
清水建設㈱　関東支店

建設業

新
会
員

新
会
員

本橋　敏男 様
（蓮田）

平成30年2月13日
享年 68 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

黒田　義孝 様
（鳩ケ谷）

平成30年2月16日
享年 78 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

佐藤　松夫 様
（春日部西）

平成30年2月21日
享年 66 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

№ 10 ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ
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2018年4月号

発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第1ゾーン担当

■公共イメージの観点からの奉仕活動

2017年4月号コーディネーターニュースへ、
私は「ロータリーを正しく伝える為に、
先ずはロータリーの目的を分かり易く伝えるべき」と
記載しました。
「ロータリーの目的」を分かり易く表すと

１．知り合いを広め奉仕の機会とする
⇒新しい仲間を増やして共に奉仕活動をしよう。

２．職業上の高い倫理を保ち、各自の職業を高潔なものにする。
⇒自分の職業をもっと磨きましょう。自分の職業を磨くには、先ずは自分を磨く必要が有ります。つまり自分と自分の

職業を磨きましょう。
⇒昨今は、職業奉仕について触れる機会が少なくなりました。

「職業奉仕云々より、会員増強と寄付を多くしよう」と声高に仰る方も居ますが、私は「会員は自分の基盤である
職業をしっかり磨く事がまず大切で、その上に社会奉仕や国際奉仕が有る」事が望ましいと考えています。

３．社会生活に於いて奉仕の理念を実行する
⇒地域社会に於いて、自分個人やクラブが地域に必要な事で周囲（自治体や他の団体）が手を差し伸べていない

事業を探し、実行する事と考えます。
〇永年に亘って実績を重ねてきた社会奉仕も、たまには見直ししたら如何でしょうか？
⇒始めた時には地域で必要な事で周囲が手を差し伸べていなかった。しかし今では社会情勢が変わり、あまり必要で

は無くなった、或は周囲も熱心に行っているような場合には、ロータリーは一歩下がって、別の案件を探してみる事も
必要と考えます。

⇒逆に、もっと大々的に続ける必要があるのに、ロータリーだけでは成し遂げる事が出来ない大きな事業になる場合に
は、他の団体と共同で奉仕する事も考えてみましょう。
共同して仕事すると、相手団体の方々にロータリーの事をよく理解して頂けるでしょう。

４．ロータリーのネットワークを通じて、国際理解・親善・平和を推進する
⇒これは言葉の通りですが、今はポリオ撲滅に全力投球。この事をもっとアピールしましょう。

ロータリー公共イメージコーディネーター 第1ゾーン 鈴木秀憲

Zones 1 & 2 & 3

■ロータリーの創立記念日に因んで

2月はロータリークラブにとって創立記念の月でありました。今年で１１３周年を迎えることとなりました。
さて、創立記念日とは、創立者の思いを再認識するとともに、今日までの変遷に思いを馳せ、また今後のことを考える
機会でもあります。私の地区で、２月２３日に必ずIMを行う分区があります。実にロータリーらしい企画だと思っておりま
す。クラブを支えている会員が、創設者の思いを一年に一度、お互いに認識する場を必ず設けているということで、とり
わけ、新入会員にとっては絶好の機会であり、ロータリーのＤＮＡを継承していく営みであるとも言えます。
そして、これから地区大会が開催される地区、ロータリーの１年の締めくくりの国際ロータリー年次大会トロント大会の開
催も間近です。地区大会は、ガバナーがRI会長のメッセージを伝える重要な場でありますし、地区の会員が一堂に集ま
り、各クラブが取り組んでいることを発表し、評価し合う場でもあり、そして研修の場でもありますので積極的に参加して
ください。国際ロータリー年次大会にも積極的に参加ください。得るものは大きいです。

今日はロータリーの組織以外でも会員との交流や研修、
奉仕に取り組んでいる組織が沢山あります。そうした中で
ロータリーに更なる興味を持って頂くためには、会員はもとより
会員予定者にも声を大にして伝えていく義務があると思います。
その為には、価値ある例会、地区大会、IM、RLI等の研修に
積極的に参加することが必須となります。
最初からロータリーを知り尽くしている方などおりません。
だからこそ是非「My ROTARY」を活用し、誰もがロータリーの
知識者になっていただきたいと切に願っております。
また、ゾーンごとにロータリーコーディネーターがおりますので、
是非ともご活用ください。

ロータリーコーディネーター補佐 第1ゾーン 菅原裕典

ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ № 10
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 115 1 114 1 -1 3 3 81.37 

浦 和 東 91 11 93 11 2 3 2 93.18 

浦 和 南 27 3 28 3 1 3 2 95.24 

浦 和 中 49 3 50 2 1 6 2 77.76 

浦和ダイヤモンド 20 4 21 5 1 3 1 89.41 

第1グループ計 302 22 306 22 4 18 10 87.39 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 80 7 78 7 -2 8 4 83.72 

さいたま中央 44 2 45 2 1 5 4 82.00 

さいたまシティ 19 2 19 2 0 3 0 86.84 

浦 和 北 東 39 4 34 3 -5 3 1 88.32 

さいたま新都心 39 0 41 1 2 3 2 86.07 

第2グループ計 221 15 217 15 -4 22 11 85.39 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 2 75 3 8 5 12 84.75 

大 宮 南 41 8 41 8 0 8 1 76.25 

大 宮 中 央 53 0 54 0 1 6 1 88.25 

大 宮 シ テ ィ 74 7 74 7 0 8 1 82.97 

さ い た ま 欅 25 2 24 1 -1 3 0 78.70 

さいたま大空 15 6 16 6 1 2 1 64.58 

第3グループ計 275 25 284 25 9 32 16 82.18 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 108 7 119 7 11 10 14 77.21 

岩 槻 23 2 24 2 1 5 1 64.59 

大 宮 北 19 1 19 1 0 3 1 80.00 

大 宮 東 45 0 46 0 1 5 2 83.33 

岩 槻 東 27 3 29 4 2 3 3 93.15 

大 宮 北 東 15 2 14 2 -1 2 0 74.00 

第4グループ計 237 15 251 16 14 28 21 78.71 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 36 0 37 0 1 3 1 89.19 

鴻 巣 23 3 28 3 5 5 5 78.56 

桶 川 20 0 23 0 3 5 4 96.59 

上 尾 西 43 0 45 0 2 3 2 88.64 

北 本 5 0 7 1 2 3 2 96.43 

上 尾 北 26 0 27 0 1 2 1 90.41 

鴻 巣 水 曜 32 1 35 1 3 5 4 80.72 

桶川イブニング 19 1 21 1 2 2 2 82.45 

第5グループ計 204 5 223 6 19 28 21 87.87 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 35 1 34 1 -1 5 0 79.33 

杉 戸 42 1 43 1 1 5 3 76.30 

春 日 部 西 30 1 32 1 2 5 3 81.81 

庄 和 19 1 20 1 1 3 2 71.25 

春 日 部 南 32 2 30 2 -2 5 1 58.33 

春日部イブニング 25 1 25 1 0 5 0 78.67 

第6グループ計 183 7 184 7 1 28 9 74.28 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 46 1 2 3 4 70.01 

蓮 田 53 3 53 4 0 5 4 84.91 

久 喜 48 4 51 4 3 3 3 78.89 

栗 橋 8 0 8 0 0 2 0 82.13 

幸 手 中 央 23 1 24 1 1 3 1 83.33 

第7グループ計 176 9 182 10 6 16 12 79.85 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 102 4 6 4 8 72.45 

越 谷 南 48 3 51 4 3 3 3 80.35 

越 谷 北 52 3 53 3 1 3 2 75.65 

越 谷 東 46 3 47 3 1 3 1 87.50 

越 谷 中 19 1 21 2 2 2 2 88.23 

第8グループ計 261 14 274 16 13 15 16 80.84 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 33 3 0 3 0 92.47 

八潮イブニング 24 0 25 1 1 5 1 78.67 

草 加 中 央 14 0 7 0 -7 5 0 42.86 

八 潮 み ら い 24 0 23 0 -1 6 0 75.45 

草 加 松 原 38 2 41 2 3 15 4 62.52 

草 加 シ テ ィ 0 0 20 6 0 0 0 71.67 

第9グループ計 133 5 129 6 -4 34 5 70.39 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 16 0 17 0 1 3 1 88.73 

三 郷 33 4 32 4 -1 5 0 90.63 

三 郷 中 央 19 1 20 1 1 3 2 83.26 

三郷ウェンズデー 24 3 21 2 -3 2 0 82.14 

松 伏 14 3 16 3 2 3 2 96.90 

吉 川 中 央 0 0 20 3 20 0 20 80.00 

第10グループ計 106 11 126 13 20 16 25 86.94 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 87 12 91 13 4 5 9 72.83 

鳩 ヶ 谷 21 2 19 2 -2 3 0 78.95 

川 口 東 24 0 27 1 3 3 3 75.65 

川口/鳩ヶ谷武南 23 2 25 2 2 3 2 98.61 

川 口 モ ー ニ ン グ 25 2 25 2 0 5 0 90.67 

川 口 南 35 6 33 6 -2 3 0 76.27 

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 15 1 1 2 2 79.17 

埼 玉 ゆ ず 10 10 10 10 0 2 0 71.06 

第11グループ計 239 35 245 37 6 26 16 80.40 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 54 5 56 5 2 4 3 77.19 

蕨 19 2 20 2 1 3 1 90.76 

川 口 西 28 6 26 5 -2 3 0 71.56 

戸 田 西 21 1 23 1 2 2 2 93.33 

川 口 北 20 0 20 0 0 5 0 79.03 

川 口 北 東 15 2 14 2 -1 2 0 74.36 

川 口 中 央 10 1 11 1 1 2 1 100.00 

川口むさし野 14 2 14 2 0 1 0 90.47 

戸田イブニング 18 1 15 1 -3 4 0 75.55 

第12グループ計 199 20 199 19 0 26 7 83.58 

地 区 合 計 2536 183 2640 198 84 289 169 81.39 
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